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「捕えようとして、追求している」ピリピ３：８～１４ 

 

Ⅰ「キリストのためにすべてのものを捨てて（原語：失って。破船しそうな船が余分なものを捨て港に

無事に着く譬え）、それらをちりあくたと思っています（これはパウロが判断力を失い必要なものすべ

てを捨てたという意味ではなく、素晴らしい主と世の物を比べるなら、すべてが色あせて見える。愛

する主の御心なら、すべてを捨てて主に従う心、覚悟があるという事）」：８と、無理をせず本音で心

から確信と喜びをもって告白できる理由、根拠→この告白は二つの恵みに囲まれている。①「私の主

であるキリスト・イエスを知っていることのすばらしさのゆえに」：８。すでに得ている恵みの故に。

自分の罪深さを知り、ますます主の十字架の恵み、素晴らしい救い、主の愛の広さ深さ、主ご自身を

知っている事の素晴らしさの故に。②「それは（その理由は）、キリストを得（主を信じて主を知る恵

みが始まった。それから主を深く知り続ける、得続ける）、また、キリストの中にある者と認められ（主

にあって義と認められる）、律法による自分の義（律法を自分の力で完全に守る事により神に正しいと

認めてもらおうとする義。それは不可能。真の救い、平安は決してない）ではなくて、キリストを信

じる信仰（主が私のすべての罪の刑罰を身代わりに十字架で受けて下さったと信じる、キリストを救

い主・主・神と信じる信仰）による義（神の前に正しいと認められ、神と正しい関係になる）、すなわ

ち、信仰に基づいて、神から与えられる義を持つことができる（最後の裁きの時にも）という望み（単

なる望みではなく、神が実現して下さる確実な望み→「あなたがたのうちに良い働きを始められた方

は、キリスト・イエスの日が来るまでにそれを完成してくださる」１：６）があるからです」：９。こ

れから、ますます得る恵みの故に。主の素晴らしさを知る時、主の喜ばれないものを捨てるようにな

る。主に喜ばれないもの、主に従う事を邪魔するものを捨てる時、ますます主を得る、主ご自身を、

素晴らしい恵みを知り続ける。これが主にある者の素晴らしい特権！ 

 

Ⅱ 主にある者が捕えようとして、追求するもの。１．「私は、キリスト（が先。大切な順序）と復活の

力（主が罪とその結果である死の力から解放し、主にある命に入れて下さる力）を知り（知り続け、

体験して行く）、またキリストの苦しみにあずかる（主を信じてついて行く者は主が迫害を受けられた

ように自分も迫害を受け、主の苦しみにあずかり、ますます主を深く知って行く）ことも知って、キ

リストの死と同じ状態になり（主と結ばれて霊的に主と共に死んで）、どうにかして、死者の中からの

復活に達したい（主の再臨の時、主によって復活する）のです」１０，１１。２．背景：すでに完全

にされたと言う人々がいたようである。「私は、すでに得たのででもなく（主を得ているが、完全に得

てしまったのではなく）、すでに完全にされているのでもありません（まだ罪の性質が残っている）。

ただ捕えようとして、追求しているのです（ただ受け身で、のほほんと生きるのではなく、主を深く

知り続ける恵みを捕えようとして追及している。主を深く知る事を邪魔する自分の罪を悔い改め続け、

神に近づき続ける）。そして、それを得るようにキリストが私を捕えてくださったのです」：１２。何

という恵み！私達が主を得よう捕えようとする前に、まず主が、ご自身を捕えるように私達を捕えて

下さった。常に先行する神に恵み！主がパウロを捕えられた→「ダマスコの近くまで来たとき、突然、

天からの光が彼を巡り照らした」（使徒９：３）。私達一人一人にもそれぞれの方法で主は私達に近づ

き私達を捕えて下さった。その前には、私達は、悪魔、罪、死に捕えられており、それらの奴隷だっ



た。そんな奴隷とされていた私達を悪魔や罪や死よりも強い全能の主が私達を捕え救い出して下さっ

た。感謝。３．「私はすでに捕えた（すでに主をすべて知ってしまった、得てしまった）などと考えて

はいません。ただ、この一事（主をもっと深く知る事、主をもっと捕える、主の姿に変えられる）に

励んでいます。すなわち、うしろのもの（主と出会う前に頼み、誇りとしていたもの）を忘れ、ひた

むきに前のもの（素晴らしい主をますます深く知る事。神が私達を造られた目的＝「主を知ることを

切に追い求めよう。…わたしは…むしろ神を知ることを喜ぶ」ホセ６：３、６。神についてではなく

神ご自身を知る）に向かって進み（原語：体、手を伸ばす、得ようと努力する）、キリスト・イエスに

おいて上に召してくださる神の栄冠（世の栄誉ではなく神からの賞、ご褒美。「私たちの心をお調べに

なる神を喜ばせようとして語るのです」Ⅰテサ２：４、「よくやった。良い忠実なしもべだ。あなたは、

わずかな物に忠実だったから、私はあなたにたくさんの物を任せよう。主人の喜びをともに喜んでく

れ」マタイ２５：２１）を得るために、目標（主ご自身）を目ざして一心に走っているのです（原語：

追求している、後を追っている、追いかけている、追い求めている）」：１４。 

 

Ⅲ 最近の私達は、何を追い求め、何を追いかけているだろうか。主を深く知ることだろうか。父、子、

聖霊なる三位一体の神である主は、私達のすべてを知っておられ、心から愛しておられる。その神は、

私達との深い交わりを求め、心を開き、待っておられる。私達が、御言葉と祈りを通して神と深く交

わり、神を深く知り続ける事を神は喜ばれる。「永遠のいのちとは、彼らが唯一まことの神であるあな

たと、あなたの遣わされたイエス・キリストを知る（知り続ける）ことです」ヨハ１７：３。「私たち

の主であり救い主であるイエス・キリストの恵みと知識（主を深く知る）において成長しなさい」Ⅱ

ペテロ３：１８。祈り：私達が素晴らしい主をもっと深く知る事、主の姿に成長する為に主を追い求

める者となれますように。自分の罪を正直に悔い改め、御霊により従い、主の御言葉を深く味わい、

主との深い人格的な交わり、日々の出来事の中に主を認め、体験する事を通して。 


